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男女平等：あなたにとっての

ワーク・ライフ・バランスとは？

	座　　　　長
	上　田　　　薫
	（自治研中央推進委員・滋賀県本部）

	副座長・記録
	津　田　博　幸
	（自治研中央推進委員・愛媛県本部）

	企画・運営他
	阿　部　初　子
	（自治研中央推進委員・中央本部女性部長）


17日(金)13：00～17：00　北海道自治労会館　３階中ホール

	13：00～13：20
	開会あいさつ・分科会趣旨説明

	
	　　　　　　座　長：上田　　薫

	13：20～14：50
	基調講演「それぞれのワーク・ライフ・バランスをめざして」

	
	　　　　　　　　　　平岡　祥孝（札幌大谷大学短期大学部教授）

	14：50～15：00
	休　憩

	15：00～15：45
	レポート発表

	
	　①　要請レポート： ｢甲賀市におけるワーク・ライフ・バランスの取り組みについて｣

	
	　　　　　　　　　　滋賀県本部／甲賀市職員組合　野田　敦子

	
	　②　要請レポート：「私にとってのワーク・ライフ・バランス」

	
	　　　　　　　　　　群馬県本部／前橋市役所職員労働組合　田村　友紀

	
	　③　自主レポート：「女性労働者から見たワーク・ライフ・バランスの実現」

	
	　　　　　　　　　　岡山県本部／津山市職員労働組合　八木　住枝

	15：45～16：00
	特別報告「ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた自治体の政策づくり」

	
	　　　　　　　　　　植本眞砂子

	
	　　　　　　　　　　（前仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する専門調査会委員）

	16：00～17：00
	フロアー討議

	17：00
	休　会


18日(土) 9：00～12：00　北海道自治労会館　３階中ホール

	 9：00～12：00
	パネルディスカッション「あなたにとってのワーク・ライフ・バランスとは」

	
	　コーディネーター：平岡　祥孝（札幌大谷大学短期大学部教授）

	
	　パネリスト：植本眞砂子

	
	　　　　　　　　　　（前仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する専門調査会委員）

	
	　　　　　　　　　　野田　敦子（自治労滋賀県本部執行委員）

	
	　　　　　　　　　　伊藤　恒雄（日本電気労働組合中央執行委員）

	
	　　　　　　　　　　松岡　泰久（広島県三次市職員労働組合副執行委員長）

	12：00
	閉　会


第Ⅳ－③分科会：男女平等：あなたにとっての

　　　　　　　　　　ワーク・ライフ・バランスとは？

	テーマ
	男女両立環境を整備するために地域や職場・労働組合をどのように変えていくのか

	特徴的な情勢
	　ワーク・ライフ・バランスとは、「仕事と生活のバランス」を重視する意味で80年代に米国、英国で生まれ、快適な職場環境を確保することを目的に、女性・高齢者などの就業率向上策や人材確保策にもなっている。日本では、次世代育成法に基づき、育児休業の取得率の改善や看護休暇制度の創設、短時間勤務など男女がともに働きやすい職場や制度を確立していくことを目的に提起されている。生活の中にあるいくつかの要素、例えば仕事と職場、地域との関係、男性と女性、家庭における関係などそれぞれバランスをどうとるのか課題がある。バランスのとれた社会を形成していくために参加者がワーク・ライフ・バランスの実践者となり、ロールモデルになっていくことをめざす。

	主要論点と実践課題
	地域、自治体、労働組合、家庭での実践報告

	討 論 の 柱
	●　仕事と職場、地域との関係、男性と女性、家庭における関係などそれぞれバランスをどうとるのかを考える。

●　地域・行政・企業・労働組合などでの実践からジェンダー平等をめざす。

●　次世代育成支援対策推進法に基づき、男性の育児休業の取得率の向上、短時間勤務など働きやすい職場や制度を確立していく。
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